
(ⅱ)対称式･交代式 
⒜対称式 
ⓐ定義  式中の 2 文字を交換しても、元の式と同じに

なる式 
ⓑ性質 
〈1〉n文字の対称式は、その n文字の基本対称式で表すことができる。 

基本対称式 1次 2次 3次 
2文字 

� 

a + b 

� 

ab  
3文字 

� 

a + b + c  

� 

ab + bc + ca 

� 

abc  
〈2〉3文字の対称式の場合、

� 

a + bが因数ならば

� 

b + c,  c + aも因数である。 
〈3〉対称式どうしの和･差･積･商も対称式である。 

⒝交代式 
ⓐ定義  式中の 2 文字を交換すると、元の式と符号だ

けが異なる式 
ⓑ性質 
〈1〉n 文字の交代式は、その n 文字の簡易交代式（差積）で表すことが
できる。 

ⅰ.2文字の簡易交代式 

� 

a − b  
ⅱ.3文字の簡易交代式 

� 

a − b( ) b − c( ) c − a( )  
〈2〉偶数個の交代式の積は、対称式になる。 
〈3〉交代式どうしの和･差は交代式であり、積･商は対称式である。また、
対称式と交代式の積･商は、交代式である。 

※⒜対称式のⓑ性質〈3〉と⒝交代式ⓑ性質〈2〉〈3〉をまとめると、一般に以下
の関係がある。 

〈1〉（対称式）±（対称式）＝（対称式） 
（対称式）×（対称式）＝（対称式） 
（対称式）÷（対称式）＝（対称式） 

〈2〉（交代式）±（交代式）＝（交代式） 
（交代式）×（交代式）＝（交代式） 
（交代式）÷（交代式）＝（交代式） 

〈3〉（対称式）×（交代式）＝（交代式） 
（対称式）÷（交代式）＝（交代式） 
（交代式）÷（対称式）＝（交代式） 

 


